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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 評価意見 

がん細胞が生体の中で組織の環境と相互作用しながら悪性化する仕組みの解明は、現在解

明が強く求められている課題である。本研究課題は、この問題に正面から取り組み、マウス

の遺伝子操作技術を用いて、世界で初めて自然発症の腸がんモデルマウスを作成した。この

モデルマウスを用いて発がん及び悪性化の仕組みを明らかにし、さらに転移のメカニズムに

ついても多くの知見を得た。特にがん転移を抑制する新しい遺伝子を発見したことは特筆す

べき成果であり、新規治療法開発につながると期待される。設定した目標に対して独創性の

ある研究を展開し、高いレベルの成果をあげたと評価される。また、成果は一流の国際誌や

学会での特別講演、ホームページなどで公表されており、今後の波及効果も期待できる。 

 

 


